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２ 経営に関する事項 

（1）1 か月の定休日数          図 5 1 か月の定休日数別施設数の構成割合 

1か月の定休日数別に全体の施設数

の 構成割合をみると(図5)、「4日」

が43.0％と最も多くなっており、次い

で「定休日なし」が20.5％、「5日」

が17.8％となっている。 

 全施設の1施設当たり平均定休日数

は3.7日である。 

 

 

 

 

 

 

（2）1 日の営業時間           図 6 1 日の営業時間別施設数の構成割合 

1日の営業時間別に施設数の構成割

合をみると(図6)、かなりばらつきが

あるが、「10～11時間未満」が17.8％

と最も多く、次いで「8～9時間未満」

が17.7％、「11～12時間未満」が15.2％

などとなっている。  

1施設当たり平均営業時間は、9.1

時間である。 

 

 

 

（3）開店時間と閉店時間 

開店時間・閉店  図7 開店時間・閉店時間別施設数の構成割合（単位：％） 

時間別に施設数の

構 成 割 合 を み る

と(図7)、開店時

間では「11時台」

が 63.5 ％ と 最 も

多く、閉店時間で

は 「 22時 台 」 が

36.0 ％ と 最 も 多

くなっている。           
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３ 従業者に関する事項 

（1）従業者数             図 16 1 施設当たり平均従業者数(単位：人) 

1施設当たり平均従業者数をみ

ると(図16)、全体で8.6人のうち、

「臨時雇用者(嘱託・パート・アル

バイト)」が4.7人と最も多く、次

いで「常時雇用社員(正社員・正職

員)」が2.1人となっている。 

 他には「個人事業主又は有給役

員」0.9人、「家族従業者(個人経営

のみ)」0.8人である。 

 

 

 

 

 

 

（2）常時雇用者の性別平均年齢   

常時雇用者（いわゆる正社員）の性別及び平均年齢別の構成割合をみると(図 17)、男

性では「40～49 歳」が最も多い 28.7％、次いで「30～39 歳」が 27.1％である。女性で

は、「50 歳以上」が最も多い 38.3％、次いで「30～39 歳」「40～49 歳」が同率の 16.0％

となっている。「30 歳未満」は男性で 10.5％、女性では 13.6％となっている。  
 

図 17 常時雇用者の性別平均年齢別の構成割合（単位：％） 
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（4）向こう 3 年間の設備投資予定   図 33 向こう 3 年間の設備投 資の主な内容(単 位：％) 

向こう3年間の設備投資予定の

主な内容をみると(図33)、「設備の

改装」が最も多い34.6％、次いで

「設備の新・増設、更新」29.5％、

「設備の新・改築」15.4％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

（5）向こう 3 年間の設備投資理由   図 34 向こう 3 年間の設備投資理由(単位：％) 

向こう3年間の設備投資理由と

しては(図34)、「設備の老朽」が最

も多い44.9％、次いで「経営改善策」

が15.4％となっている。他に「水道

光熱費等コスト削減」9.0％などが

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

（6）設備投資の主な資金調達方法  図 35 向こう 3 年間の設備投資の主な資金調達方法 

向こう 3 年間の設備投資の                 (複数回答、単位：％) 

主 な資金調達方法についてみ

ると(図 35)、「自己資金」が

29.5％、「日本政策金融公庫」

が 26.9％となっている。 
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８ サービス関係の項目 

（1）サービスの状況            図 38 サービスの状況(単位：％) 

サービスの実施状況についてみ

ると (図38)、「何らかのサービス

を行っている」 が全体の57.9％と

ほぼ6割近くを占め、「特になし」

は34.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）サービスの内容 

行なっているサービスの内容についてみると(図 39)、「会計がわかりやすい工夫をし

ている」が最も多い 48.3％、次いで「割引券や特定日等の価格サービスをしている」が

34.7％、「つけ払いを可能にしている」33.2％、「高齢者や子供用のメニューの工夫をし

ている」が 28.7％と比較的多くなっている。 

   

図 39 サービスの内容(複数回答、単位：％)  
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